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発行大洲市役所編集総務財政課
干795-8601
大洲市大洲690-1ft24-2111 一きらめき大洲 21-

知っておきたい季節の花⑥[キキョウソウ] 学名 Speculariape川oliata(L.)A.DC. (キキョウ科)

大別¥1地方では堤防や道端 ・河原・裸地などに見られる一年草です。この草は育つ環境によってかなり違って

見えます。例えば、堤防や道端の草の中では、柔らかい茎でひょろひょろと伸びて40""-'50cmにもなり葉と葉の

聞もかなり長くなります。しかし、河原とか裸地など他の草の育ちにくいところでは真っすぐに伸びて葉と葉

の聞も短く、しっかりした姿で花を付けます。花は、初め花弁のない花を付けますが茎の上部では花弁のある

花をつけ、 1 cm前後の鮮やかな紫色で可愛らしいものです。初夏のころ、八一卜型の葉の根元に次々と花を咲

かせ、 上へ上へと咲いていくのでタンタンギキヨウともいいます。(写真・解説 大洲市立博物館)

今月号 のみどころ

0夏の交通安全運動...・H ・.....・H ・........p2 

0福祉に関する手当制度……...・H ・..…P3
0元大関小錦来る/……...・H ・.....・H ・..P4

0大洲市役所・市立大洲病院

職員を募集します...・H ・-…H ・H ・....P6

0市内一斉清掃は 7月19日(日)…...・H ・..P7

0特別減税の追加が決定されました…P7

今月の納税は

固定資産税 2期

国民健康保険税 1期

納期は7月31日です

市民の動き

平成10年5月29日現在

人口 39，339人 (十26)

男 18，744人(+1) 

女 20，595人(+25) 

世帯数 14，223世帯 ( +26) 

面 積 240.99平方キロメートル



広報あ街ず '98 7月号

スキが
身を守る

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
季
節
に
は
、
県
内
外
か
ら
の
帰
省
客
や
行
楽
客
に
よ
り
交

通
量
、か
増
加
し
、
「
過
労
運
転
」
「
暴
走
運
転
」
な
ど
に
よ
る
交
通

事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
道
路
を
利
用
す
る
一
人
ひ
と
り

が
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
今
年
の
夏
の
交
通
安
全
運
動
は
、
高
齢
歩
行
者
及
、
ひ

夜
間
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止
に
重
点
を
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
重
点
項
目
】

V
高
齢
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
歩
行
者
は

-
近
づ
い
て
く
る
車
を
容
易
に
確

認
で
き
る
よ
う
、
道
路
の
右
側

を
歩
行
し
ま
し
ょ
う
。

-
道
路
を
横
断
す
る
際
は
、
遠
回

り
で
も
必
ず
横
断
歩
道
な
ど
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

運
転
者
は

・
高
齢
歩
行
者
が
通
行
し
て
い
る

と
き
は
、
一
時
停
止
や
徐
行
し
、

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

家
庭
・
地
域
で
は

・
外
出
す
る
高
齢
者
に
一
声
か
け

て
、
注
意
を
促
し
ま
し
ょ
う

0

.
地
域
で
も
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
、
交
通
安
全

意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

V
夜
間
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

O
反
射
材
の
利
用
促
進

夜
間
外
出
す
る
際
は
、
明
る
い

服
装
を
心
掛
け
、
懐
中
電
灯
や
夜

間
反
射
材
な
ど
光
る
も
の
を
身
に

つ
け
て
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

、っ。
O
無
謀

・
暴
走
運
転
の
追
放

無
謀
な
速
度
違
反
や
危
険
な
飲

酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

地
域
ぐ
る
み
で
無
謀
・
暴
走
運
転

を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

2 

期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
積
極
的

に
参
加
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

行
動
力
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

{
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
}

大
洲
消
防
署
救
急
係

E
@
2
6
6
5
 

通
事
故
に
居
合
わ
せ
た
ら

毎
年
、
交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
多
く
の
命
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
事
故
に
よ
る
負
傷
者
の
命
を
救
い
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
事
故
現
場
に
居

合
わ
せ
た
人
の
す
み
や
か
な
応
急
手
当
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

男
子
中
学
生
が
自
転
車
で
塾
に
行

く
途
中
、
乗
用
車
に
は
ね
ら
れ
る
。

救
急
隊
到
着
時
、
中
学
生
は
毛
布
を

か
け
ら
れ
仰
向
け
に
寝
か
さ
れ
て
い

た
。
口
の
中
に
は
吐
物
が
い
っ
ぱ
い
。

到
着
し
た
救
急
隊
員
が
心
肺
蘇
生
法

を
行
い
病
院
に
搬
入
さ
れ
た
が
虚
血

性
脳
障
害
に
て
死
亡
。
(
総
務
庁
作

成
の
報
告
書
よ
り
)

こ
れ
は
、
事
故
直
後
に
応
急
手
当

が
行
わ
れ
て
い
た
ら
助
か
っ
て
い
た

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
、
あ
る
交
通
事

故
の
事
例
で
す
。

交
通
事
故
現
場
に
お
け
る
一
般
市

民
の
応
急
手
当
の
実
施
状
況
は
、
極

め
て
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
応
急

手
当
が
行
わ
れ
な
い
主
な
理
由
と
し

て
は
、
「
事
故
に
か
か
わ
り
た
く
な

い
」
「
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」
「
症
状

が
悪
化
し
た
と
き
に
責
任
を
問
わ
れ

か
ね
な
い
」
な
ど
で
す
。

-
応
急
手
当
の
方
法
を
覚
え
よ
う

消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
の
普
及

の
た
め
市
民
救
急
員
養
成
講
座
(
普

通
救
命
講
習
三
時
間
)
を
月
一
固
定

-
法
的
な
責
任
は
閏
わ
れ
ま
せ
ん

一
般
市
民
が
善
意
で
応
急
手
当
を

行
っ
た
場
合
、
重
大
な
落
ち
度
が
な

け
れ
ば
、
負
傷
者
の
症
状
が
悪
化
し

た
と
し
て
も
、
そ
の
責
任
を
法
的
に

問
わ
れ
た
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

山
山

100 
(%) 

。1 2 3 4 5 6 
呼吸停止からの時間司

T
蘇
生
の
チ
ャ
ン
ス

ド
リ
ン
カ

1
の
救
命
曲
線

:
事
故
に
よ
り
負
傷
者
の

呼
吸
が
停
止
し
た
場
合
、
そ
の
生
死
の
境
目
は
呼
吸

停
止
後
三

1
四
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
救

急
車
が
一
一
九
番
通
報
を
受
け
て
か
ら
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
の
時
間
は
平
均
で
約
六
分
。
現
場
に
い
る

人
の
素
早
い
行
動
が
い
か
に
重
要
か
が
分
か
り
ま
す
。
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ご
存
、
心
亡
事
か
φ
・

福

祉

関

す

る

固
で
は
、
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
、
在
宅
福
祉
と
母
子
福
祉
の
推

進
を
目
的
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
手
当
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
大
洲
市
福
祉
事
務
所
が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
制
度
に
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
「
現
在
の
状
況
が
い
ず
れ
か
の
制
度

に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
わ
れ
る
人
は
、
大
洲
市
福
祉
事
務

所
ヘ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
合
@
2
1
1
1
(内
線
1
8
3
・
1
8
7
)

障
害
児
福
祉
手
当

ω受
給
資
格

在
宅
で

一
定
以
上
の
障
害
を
有

し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ

も
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
二
十

歳
未
満
の
児
童

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
児
童
は
除
き
ま
す
。

ω手
当
額
(
月
額
)

一
万
四
千
五
百
二
十
円

特
別
障
害
者
手
当

ω受
給
資
格

在
宅
で
一
定
以
上
の
障
害
を
有

し、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ

も
特
別
な
介
護
を
必
要
と
し
て
い

る
二
十
歳
以
上
の
人
。

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
人
、
医
療
機
関
に
三
カ
月

を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
人
は
除

き
ま
す
。

ω手
当
額
(
月
額
)

二
万
六
千
七
百
円

児

童

扶

養

手

当

ω受
給
資
格

①
受
給
者
要
件

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
、

ま
た
は
母
に
か
わ

っ
て
養
育
し

て
い
る
人
に
対
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以

外
の
国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生

年
金
な
ど
の
公
的
年
金
受
給
者

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

十
八
歳
未
満
の
児
童
(
年
度

内
は
有
効
)
ま
た
は
二
十
歳
未

満
で
一
定
以
上
の
障
害
を
有
す

る
児
童
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
児
童
。

例
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童
川
父
母
が
死
亡
し
た
児
童

例
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童

手

制

度

同
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

伺
父
が
引
き
続
き
一
年
以
上
遺

棄
し
て
い
る
児
童

例
父
が
引
き
続
き
一

年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

同
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

判
例
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明

ら
か
で
な
い
児
童

ω請
求
時
効

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る

に
至
っ
た
日
か
ら
、
起
算
し
て
五

年
を
経
過
す
る
と
請
求
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

ω手
当
額
(
月
額
)

児
童
一
人
の
場
合
四
万
二
千
百

三
十
円
、
児
童
二
人
の
場
合
四
万

七
千
百
三
十
円
、
以
下
一
人
増
す

ご
と
に
三
千
円
ず
つ
加
算
。

当

特
別
児
童
扶
養
手
当

ω受
給
資
格

①
受
給
者
要
件

的
障
害
児
を
父
ま
た
は
母
が
監

護
す
る
場
合

川
父
母
が
な
い
か
、
父
母
の
い
ず

れ
も
が
障
害
児
を
監
護
し
な

い
た
め
、
父
母
以
外
の
人
が

障
害
児
を
養
育
す
る
場
合

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
二
十

歳
未
満
の
児
童

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
児
童
は
除
か
れ
ま
す
。

ω手
当
額
(
月
額
)

対
象
児
童

一
人
に
つ

い
て

一
級
:
・五
万
千
二
百
五
十
円

二
級
・
:
三
万
四
千
百
三
十
円

ω所
得
制
限

前
年
分
の
本
人
及
び
扶
養
義
務

者
な
ど
の
所
得
が

一
定
額
以
上
の

人
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

ω現
況
届

手
当
受
給
者
は
、
毎
年
八
月
に

前
年
分
の
所
得
な
ど
に
関
す
る
現

況
届
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す。ω申
請
手
続

そ
れ
ぞ
れ
申
請
書
、
診
断
書
な

ど
の
提
出
が
必
要
で
す
。

在
宅
老
人
介
護
手
当

ω受
給
資
格

居
宅
で
寝
た
き
り
の
状
態
ま
た

は
重
度
の
痴
ほ
う
が
、
六
カ
月
以

上
継
続
し
て
い
る
六
十
五
歳
以
上

の
老
人
と
同
居
し
、

日
常
生
活
介

護
を
し
て
い
る
人

ω手
当
額

(
月
額
)

七
千
五
百
円

ω現
況
届

手
当
受
給
者
は
、
毎
年
三
月
に

現
況
屈
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ω申
請
手
続

申
請
書
、
住
民
票
謄
本
を
用
意

し
て
所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
該
当
す
る
人
は
、
民
生
児
童
委
員

ま
た
は
福
祉
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。こ

こ
に
提
示
し
た
手
当
額

は
、
平
成
十
年
四
月

一
日
現

在
の
も
の
で
す
。

3 
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-8月5日'98大洲夏季大学

今
年
の
夏
季
大
学
は
、
佐
ノ
山
親
方
(
元
大
関
・
小
錦
)
を
講
師
に

迎
え
て
開
催
し
ま
す
。
日
本
の
文
化
や
国
際
化
な
ど
に
つ
い
て
、
親
方

と
と
も
に
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
相
撲
界
一
の
パ
ワ
ー
を
肌

で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
八
月
五
日
制

開
場
午
後
六
時
三
十
分

開
演
午
後
七
時

【
会
場
】
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

【
聴
講
料
】
千
円

※
聴
講
券
は
七
月
一
日
制
か
ら
市
教
育
委
員
会
、
各
公
民
館
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
社
会
教
育
体
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
宮

@
2
1
1
1
(
内
線

5
5
4
)

4 

i重
要力
公
園

7 フ
角|
，-Jし
日ガ
i7f 
g I 
月....，0

EV 

運
動
公
園
水
泳
プ
l
ル
は
、
今
年

も
七
月
一
日
制
に
開
園
し
ま
す
。

印

m
競
技
用
プ
l
ル
を
は
じ
め
、
水

し
ぶ
き
を
上
げ
て
滑
り
下
り
る
ス
ラ
イ

ダ
ー
プ
l
ル、
川
の
よ
う
に
流
れ
る
流

水
プ
l
ル
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
に
は
幼

児
プ
l
ル
と
魅
力
い
っ
ぱ
い
で
す
。

夏
の
ひ
と
と
き
を
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
く
、
涼
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
運
動
公
園
水
泳
プ
l
ル

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

{
開
園
時
間
}

七
月
一
日
j
八
月
三
十
一
日

九
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
ま
で

※
七
月
一
日
は
正
午
よ
り
無
料
開
放

い
た
し
ま
す
。

※
今
年
か
ら
八
月
三
十
一
日
も
午
後

五
時
ま
で
開
園
い
た
し
ま
す
。

事ヰ
使用区分 種 日IJ 使用料

大 人 1人 1回 360円

普通券
高 -中学生 1人 1回 260円
小学生 1人 1固 210円

個人
幼児(4歳以上) 1人 1回 100円
大 人 11枚綴り 3，600円

回数券
局中学生 11枚綴り 2，600円
小学生 11枚綴り 2，100円

幼児(4歳以上)11枚綴り 1，000円
30人以上 普通料金の 1割引

団体 50人以上 普通料金の 2割引

100人以上 普通料金の 3割引

ル使用ブ泳7.1< 

カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

清
流
肱
川
を
会
場
に
、
第
九
回
大
洲
市
カ
ヌ
l
ツ
ー
リ
ン
グ
駅

伝
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
力
ヌ
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
参
加

者
全
員
が
楽
し
め
る
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
肱
川
を

下
り
な
が
ら
、
い
つ
も
は
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
自
然
に
親
し
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
に
よ
っ

て
、
女
性
と
し
て
生
き
て
き
た
あ
な

た
の
人
生
を
み
つ
め
る
き
っ
か
け
と

な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
行
動
へ
の

勇
気
と
自
信
を
つ
け
る
た
め
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
み
ん
な
と
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
し
ょ
、
っ
。

本
講
座
は
、
愛
媛
県
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
が
毎
年
開
講
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
大
洲
市
を
会
場
と
し
て

開
講
さ
れ
ま
す
。
講
座
は
、
遊
び
感

覚
も
取
り
入
れ
た
楽
し
い
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

と
も
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
実
施
場
所
】

大
洲
市
民
会
館
中
ホ
l
ル

{
受
講
料
】
無
料

{
対
象
者
】

県
内
に
在
住
す
る
十
八
歳
以
上

の
人

【
定
員
}
百
名
程
度

【
募
集
期
間
}

平
成
十
年
七
月
十
日
幽
j

二
十

四
日
幽

{
講
座
内
容
}
下
記
の
と
お
り

【
申
し
込
み
方
法
】

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
ま
た
は

F
A
X
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

宮

0
8
9
・
9
2
6
・
1
6
3
3

V
A
 

A
0
8
9
・
9
2
6
・
1
6
6
1

PA 

託
児
所
の
ご
案
内

今
回
の
講
座
で
は
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
を
も
っ
人
に
も
気
軽
に
学
習
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
無
料
の
託
児

所
を
用
意
い
た
し
ま
す
。

日 時 内 ?if τ予 講 自市

「行動Jは自立への第一歩
愛媛県女性総合センター

8月 7日幽 館長 客野久子

13:00~17:00 
自己紹介と仲間づくり ワークショップー 愛媛県女性総合センター講師

「決定の場」に参画していますか 松山東雲女子大学

8月21日幽 ~家庭・地域・職場に生かすあなたの意見~ 教授 塩崎千枝子

13 : 00~ 17:00 女性の経済的自立にむけて (槻いよぎん地域経済研究センター

~日常生活の中の「金融ビッグパン」の影響~ 調査部長 氏兼惟和

8月28日幽 積極的な自己主張ができますか
愛媛県女性総合センター講師

13:00~ 17:00 ~I行動」につなげるためのトレーニング~

9月 4日制 テレビ・雑誌の中の女性たち
愛媛県女性総合センター講師

13:00~ 17:00 ~ I女性」はどう表現されているか~

9月11日幽 行動の未来づくりのキーワード 北九州女性センター

13:00~ 15:00 ~新しい自分・新しい仲間とともに~ 館長三 隅佳子

〈
募
集
要
項
〉

{
開
催
日
時
}

平
成
十
年
八
月
二
十
三
日
間

午
前
九
時
か
ら

【
コ
ー
ス
}

大
成
橋
j
城
山
下

十
五
・
三
回
(
五
区
間
)

{
参
加
資
格
}

中
学
生
以
上
で
、
心
身
と
も
に
健

康
な
人
。

【

定

員

}

・
五
十
チ
l
ム
程
度

〈
一
チ
l
ム
に
つ
き
〉

監

督

一

名

選

手

五

名

補
欠
二
名
ま
で

※
選
手
兼
監
督
可

{

参

加

料

】

無

料

{
申
込
受
付
期
間
}

平
成
十
年
八
月
五
日
同
ま
で

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
教
育
委
員
会
内

大
洲
市
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

大
洲
市
大
洲
六
九

O
l
一

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
5
5
4
)

判
夏
休
引
の
親
と
子
A
W
コ
〉
骨
l
ト

日
本
有
数
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
国

際
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
招
き
、
親
と
子

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
日
時
】

八
月
十
一
日

ω

開
場
午
後
六
時
三
十
分

開
演
午
後
七
時

【
場
所
}

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

【
演
奏
者
】

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
4
名
/
ピ
ア
ノ
ソ
リ
ス
ト
小
川

紀
子

【
演
奏
曲
目
】

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
鱒
」
ほ
か

{
入
場
料
}
大
人
二
千
円

小

人

千

円

※
前
売
券
を
七
月
一
日
か
ら
、
親
子

で
よ
い
音
楽
を
き
く
会
、
教
育
委
員

会
、
各
公
民
館
で
取
り
扱
っ
て
い
ま

す。
詳
し
く
は
、
社
会
教
育
体
育
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
5
5
3
)

5 
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職員を募集します

大
洲
市
で
は
、
平
成
十
年
度
の
職

員
募
集
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

大

洲

市

役

所

採
用
予
定
職
種
、
人
員
友
び
学
歴
な

ど
A

事
務
職
員
〈
大
学
卒
〉三

人
程
度

B
事
務
職
員

〈短
大
・
高
校
卒〉

二
人
程
度

C
技
術
職
員
〈
大
学
・
高
校
卒

(
土
木
学
科
専
攻
)
〉

一

人

D

保
母

〈短
大
卒
以
上
〉二

人
程
度

E
幼
稚
園
教
諭

〈短
大
卒
以
上
〉

三
人
程
度

F

保
健
婦

二
人
程
度

G

寮
母

〈高
校
卒
以
上
〉
一

人

H

作
業
員

〈
高
校
卒

〉

一

人

応
募
資
格

①
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
人

②
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
(
禁

治
産
者
な
ど
)
に
該
当
し
な
い

人
③
採
用
後
は
、
大
洲
市
内
に
居
住

可
能
な
人

④
A
・
B
・
D
-
E
は
、
学
校
を

平
成
十
年
三
月
か
ら
平
成
十
一

年
三
月
ま
で
に
率
業
(
見
込
み
)

の
人

⑤
C
は
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
又
は
昭

和
五
十
二
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
を
平
成

十

一
年
三
月
ま
で
に
卒
業
(
見

込
み
)
の
人

⑥
F
は
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

⑦
G
は
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学

校
を
平
成
十

一
年
三
月
ま
で
に

卒
業
(
見
込
み
)
の
人

③
H
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
四
十
四
年
四
月

一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

受
付
期
間

六
月
二
十
二
日
i
七
月
十
三
日
。

た
だ
し
、

B
・
C
・
G
-
H
は
、

六
月
二
十
二
日
j
八
月
二
十

一
日

そ
の
他受

験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し

く
は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職

員
採
用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
市
長
公
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
3
1
2
)

市
立
大
洲
病
院

採
用
予
定
職
種
友
び
人
員

A

臨
床
工
学
技
士

B

助
産
婦

C
看
護
婦

応
募
資
格

①
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
人

②
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
(
禁

治
産
者
な
ど
)
に
該
当
し
な
い

人
③
採
用
後
は
、
大
洲
市
内
又
は
市

立
大
洲
病
院
に
通
勤
で
き
る
地

域
に
居
住
可
能
な
人

④
A
・
C
は
、
昭
和
四
十
四
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
を
有
す
る
人

又
は
平
成
十

一
年
前
期
に
免
許

取
得
見
込
み
の
人

⑤
B
は
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
免

許
を
有
す
る
人
又
は
平
成
十
一

年
前
期
に
免
許
取
得
見
込
み
の

人

受
付
期
間

六
月
二
十
二
日
j
七
月
十
三
日

そ
の
他受

験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し

く
は
、
地
区
回
覧
の

「大
洲
市
職

員
(
医
療
技
術
職
員
・
助
産
婦
・

看
護
婦
)
採
用
試
験
案
内
」
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
市
立
大
洲
病
院

事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

宮
@
2
1
5
1

人人人

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

人
生
八
十
年
時
代
の
到
来
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
豊
か
な
老
後
の
所

得
保
障
と
し
て
国
民
年
金
は
か
か
せ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
「
国
民
年
金
」
も

保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
な
け

れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

長
い
人
生
の
聞
に
は
、
病
気
や
ケ
ガ
、

失
業
な
ど
の
理
由
で
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
こ
と
も
当
然
あ
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
の
た
め
に
、
国
民

年
金
に
は
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度

簡
易
保
険

国
民
年
金

6 

が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
免
除
さ

れ
る
期
間
は
、
免
除
の
申
し
出
を
し

た
前
月
か
ら
、
そ
の
年
度
の
最
後
の

月
ま
で
の
間
で
社
会
保
険
事
務
所
が

必
要
と
認
め
る
月
ま
で
と
な

っ
て
い

ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
と
い

っ
て
、
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。困

っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
ま
ま
に

し
な
い
で
、
必
ず
市
民
課
国
民
年
金

係
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
I
I
I
-1
1
2
)

の
融
資
で
事
業
を
行
い
ま
し
た

大
洲
市
で
は
、

『き
う
め
き
大
洲
引
l
肱
川
に
映
え
る
地
域
中
核
都

市
を
め
ざ
し
て
』
を
政
策
理
念
に
、
市
政
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
度
に
は
、
公
共
下
水
道
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
を
推
進

し
ま
し
た
。
表
に
掲
げ
た
こ
れ

5
の
事
業
で
は
、
郵
便
局
の
簡
易
保
険

積
立
金
や
国
民
年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

企中島雨水ポンプ場

総事業費 平成9年度
事業名 資金融資額

(単位万円) (単位万円)

易簡 公共下水道
121.759 11.350 

震事業

国 道屋敷簡易
20.780 8.520 

民 水道事業

年医療器械器具
4.035 4.000 

金購入事業
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市
内

斉
清
掃
は
七
月
十
九
日
⑪

今
年
も
七
月
第
三
日
曜
日
に
「
郷
土
美
化
運
動
」
と

し
て
、
市
内
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市

担指§砂割理調麗

洲大

F 募集中

【日
時
】

七
月
十
九
日
(
日
)

午
前
七
時
か
ら

{場
所
}
市
内
の
河
川
、
道
路
、
公

園
な
ど

【
作
業
内
容
】
草
刈
り
、
ご
み
の
収

集
・
除
去
、
下
水
溝
の
清

掃
な
ど

※
詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課
環
境
保

全
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
こ
の
清
掃
作
業
以
外

で
も
地
域
活
動
と
し
て
作
業
計
画

が
あ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保

険
環
境
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

近
年
、
生
活
の
多
様
化
に
伴
い
、

ご
み
の
排
出
量
が
増
え
続
け
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
目
的
に
、
本
年

十
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で
を
試
行
期

間
と
し
て
、
市
指
定
ご
み
袋
を
導
入

し
、
四
月
か
ら
は
指
定
袋
に
限
っ
て

収
集
す
る
計
画
で
す
。

そ
こ
で
、
大
洲
市
指
定
の
ご
み
袋

を
販
売
し
て
い
た
だ
く
商
品
小
売
業

及
び
ス
ー
パ
ー
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
募
集
要
項
を
市
役
所
保
険

環
境
課
と
各
公
民
館
、
連
絡
所
、
商

七
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す

清
ら
か
な
水
の
流
れ
と
恵
ま
れ
た

河
川
は
、
地
域
社
会
に
憩
い
と
潤
い

を
与
え
る
と
と
も
に
、
環
境
づ
く
り

の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。「川

は
美
し
い
も
の
」
「
親
し
み
の

あ
る
も
の
」
そ
ん
な
考
え
が
十
分
人
々

に
い
き
わ
た
る
よ
う
に
、
毎
年
七
月

を
「
河
川
愛
護
月
間
」
と
定
め
、
河

川
を
常
に
安
全
で
美
し
く
利
用
し
、

管
理
す
る
気
運
を
高
め
る
た
め
の
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と

り
が
河
川
な
ど
の
清
掃
に
参
茄
し
て
、

美
し
い
河
川
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

、つ
。

建
設
省

大
洲
工
事
事
務
所

工
会
議
所
に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
小
売
商
庖
な
ど
は
、

所
定
の
申
請
書
に
記
入
の
う
え
、

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課
生
活

衛
生
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

宮
(切

2
1
1
1
(内
線
1
6
2
)

特

別

減

税

の

追

加

が

決

定

さ

れ

ま

し

た

所
得
税
・
個
人
住
民
税
に
つ
い
て

す
で
に
二
兆
円
の
特
別
減
税
(
表
1
)

が
決
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら

に
二
兆
円
規
模
の
特
別
減
税
を
追
加

し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
追
加
さ
れ
た
特
別
減
税
の
概
要
】

一
、
減
税
規
模

二
兆
円
(
所
得
税

一
・
四
兆
円

個
人
住
民
税
0
・
六
兆
円
)

二
、
減
税
方
式

定
額
控
除
方
式

平
成
十
年
分
の
所
得
税
額
・
平
成

十
年
度
分
の
個
人
住
民
税
所
得
割
額

の
範
囲
内
で

一
定
の
金
額
を
控
除

{
実
施
さ
れ
る
特
別
減
税
額
}

当
初
の
減
税
額
(
表
1
)
に
追
加

さ
れ
た
減
税
額
(
表
2
)
を
加
え
て

表
3
の
減
税
額
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
官

@
2
1
1
1
(
内
線
1
2
8
)
ま
た

は
大
洲
税
務
署
宮
@
3
1
1
5
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(表 1)当初の特別減税額

ょで所得 税 個人位税 ゐ寸 所得税 個人住民税

本 人 20，000円 9，000円 本 人 18，000円 8，000円

控除対象
10，000円 4，500円

控除対象
9，000円 4，000円

配偶者 配偶者

扶養親族
10，000円 4，500円

扶養親族
9，000円 4，000円

( 1人につき) ( 1人につき)

(表3)実施される特別減税額(合計) (表 2)追加された特別減税額

1ょで 所得税 個人住民税

本 人 38，000円 17，000円

控除対象
19，000円 8，500円

配偶者

扶養親族
)119，000円 8，500円

(l人につき
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展
示
内
容
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ヨ
郷
土
の
偉
人
唇

博
物
館
で
は
、
四
階
・
五
階
の
常

設
展
の
大
幅
な
展
示
替
え
を
行
い
、

新
し
く

「郷
土
の
偉
人
展
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

大
洲
地
方
は
、
古
く
か
ら
学
問
の

盛
ん
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
大
洲
藩
主

加
藤
家
は
、
代
々
学
問
を
尊
び
、
伊

予
国
で
最
初
の
藩
校
止
善
書
院
明
倫

堂
を
つ
く
っ
て
、
藩
士
の
教
育
に
力

を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
幕
末
期

に
は
、
こ
こ
か
ら
近
代
医
学
の
先
駆

者
で
あ
る
三
瀬
諸
淵
や
函
館
の
五
稜

郭
を
設
計
し
た
武
田
成
章
な
ど
全
国

的
に
著
名
な
人
物
を
数
多
く
輩
出
し

ま
し
た
。

「郷
土
の
偉
人
展
」
で
は
、
こ
の

よ
う
に
大
洲
が
生
ん
だ
数
多
く
の
偉

人
や
大
洲
に
関
わ
り
深
い
人
物
の
功

績
や
遺
品
・
書
物
な
ど
を
展
示
紹
介

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、

先
人
の
偉
業
や
功
績
に
つ
い
て
学
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
従
来
の

「大
洲
の
歴
史
展
』

も
、
古
代
の
遺
物
や
大
洲
地
方
を
治

め
た
領
、玉
、
大
洲
城
に
関
す
る
資
料

な
ど
を
中
心
に
、
大
洲
の
歴
史
が
よ

り
わ
か
り
や
す
く
学
習
で
き
る
よ
う

展
示
替
え
い
た
し
ま
し
た
。
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

を
常
設
し
ま
し
た

大洲の歴史展

τp 

集約収蔵庫

パッケージ室

ヱレベーター

事務室所便

郷土の偉人展民俗資料展示
特別展示室

平面図4F 
自然科学資料展示

図書室

エレベーター

5F 平面図

庫重量
Eヨ
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平
成

薬 2
同 企度

野植 E
草物 竺

と 案
調 内

理

展

普
通
、
雑
木
雑
草
と
呼
ば
れ
る
も

の
の
中
に
は
、
人
に
害
を
及
ぼ
す
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
食
用
と
な
る
も

の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

薬
草
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
木
や

草
は
、
医
学
が
発
達
し
た
現
在
に
お

い
て
も
、
重
宝
さ
れ
て
い
る
も
の
が

多
く
、
人
類
発
生
以
来
の
長
い
付
き

合
い
と
言
え
る
で
し
ょ
、
っ
。

今
回
、
博
物
館
で
は
、
あ
り
ふ
れ

た
草
や
木
の
中
か
ら
、
薬
用
と
な
る

も
の
や
調
理
で
き
る
も
の
約
八
十
種

類
を
取
り
上
げ
、
「
薬
用
植
物
と
野

草
調
理
展
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ヨ

モ
ギ
、
ヨ
メ
ナ
、
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
、

ノ
ビ
ル
な
ど
の
調
理
。
薬
用
と
し
て

は
ド
ク
ダ
ミ
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
、

ヒ
キ
オ
コ
シ
な
ど
、
ま
た
お
茶
と
し

て
ニ
ン
ド
ウ
や
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
飲
ん

で
良
し
、
食
べ
て
良
し
の
も
の
が
豊

富
に
自
生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

ど
ん
な
草
が
食
べ
ら
れ
る
の
か
。

ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
か
。
展
示
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
あ
な
た
も
野
草
の

調
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
、
っ
。

{
会
期
}

八
月

一
日
出
j
八
月
三
十
日
田

{
時
間
】

九
時
j
十
六
時
三
十
分

{
場
所
}

大
洲
市
立
博
物
館
五
階
展
示
室

{
入
館
料
】
無
料

{
休
館
日
}
月
曜
日
、
祝
祭
日

企イタドリ

一
ロ
ク
ッ
キ
ン
グ
メ
モ

イ
タ
ド
リ
の
油
妙
め

①
イ
タ
ド
リ
の
皮
を
取
り
、
熱

湯
の
中
に
さ
つ
と
く
ぐ
ら
せ
、

水
に
浸
け
て
あ
く
を
抜
く
。

(
柔
ら
か
く
な
り
過
ぎ
な
い

よ
う
に
)

②
イ
タ
ド
リ
を
食
べ
や
す
い
よ

う
に
さ
い
て
、
油
で
妙
め
て

味
を
付
け
る
。

〈
材
料
〉
イ
タ
ド
リ
二
O
O
g、

サ
ラ
ダ
油
、
み
り
ん
、
し
よ
う

油
、
だ
し
の
素
少
々

企ヒランソ ウ

博
物
館
は
、
大
洲
の
歴
史
や
文
化
、

自
然
科
学
な
ど
に
つ
い
て
、
広
く
学

習
で
き
る
施
設
で
す
。
こ
れ
ら
の
分

野
の
様
々
な
疑
問
に
お
答
え
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。ま

た
、
博
物
館
の
大
き
な
役
目
の

ひ
と
つ
が
、
各
種
資
料
を
保
存
し
、

後
世
へ
伝
え
る
こ
と
で
す
。
現
在
、

大
洲
藩
及
び
藩
主
関
係
、
大
洲
出
身

の
偉
人
に
関
す
る
資
料
や
古
文
書
な

ど
の
情
報
を
重
点
的
に
収
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
や
情
報

を
お
持
ち
の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

9 
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大
洲
市
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年

(
二
O
O
四
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
城
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所

・
高
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係
包
@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
2
)

大
洲
城
史
料

建
築
史
家
・
宮
上
茂
隆
氏
に
よ
る

大
洲
城
に
つ
い
て
の
史
料
の
解
説
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
江
戸

時
代
に
描
か
れ
た
大
洲
城
の
絵
図
に

い
て
説
明
し
ま
す
。

【
伊
予
国
大
洲
之
絵
図
}

(
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
)

こ
の
絵
図
は
、
幕
府
が
正
保
年
間

(
一
六
四
四
|
四
八
)
に
各
藩
に
命

じ
て
提
出
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
い

わ
ゆ
る
正
保
城
図
の

一被
h

と
し
て
大

洲
城
図
が
あ
る
。
門
・
櫓
・
甥
以
姿

図
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
曲
輪
の

規
模
を
示
す
数
値
、
石
垣
の
高
さ
や

長
さ
、
主
要
進
入
路
な
ど
も
記
入
し

て
あ
る
。
加
藤
家
蔵
の
絵
図
よ
り
古

い
た
め
、
両
者
に
色
々
な
相
違
点
が

絵
図

号23 第

あ
る
。石

垣
は
、
本
丸
南
面
の
下
半
が
土

手
で
上
部
の
み
石
垣
と
な
っ
て
い
る
。

二
の
丸
西
曲
輪
の
南
面
下
段
、
そ
の

西
側
の
帯
曲
輪
の
西
面
も
石
垣
が
な

く
土
手
に
な
っ
て
い
る
。

櫓
は
、
本
丸
の
高
欄
櫓
と
二
の
丸

大
手
曲
輪
の
南
東
の
み
が
二
重
に
描

か
れ
、
他
は
す
べ
て
一
重
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
後
か
ら
描
か
れ
た
図

で
は
、
平
屋
の
門
に
な
っ
て
い
る
二

の
丸
北
西
の
穴
門
が
櫓
門
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
本
丸
大
手
門
は
、
後

の
図
で
は
櫓
門
だ
が
、
こ
こ
で
は
二

重
櫓
門
に
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

台
所
櫓
は

一
重
で
切
妻
屋
根
と
な
っ

て
い
て
現
在
の
二
重
櫓
と
は
異
っ
て

い
る
。

天
{
寸
が
三
重
に
描
か
れ
て
い
る
の

企伊予国大洲之絵図

も
大
き
な
特
徴
於
妨
る
。
後
の
図
、

明
治
の
写
真
、
雛
形
は
全
て
四
重
で

あ
り
、
当
初
か
ら
変
わ
り
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の

図
の
表
現
が
間
違
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
四
重
と
い
う
天
守
の
規
模
は
、

幕
府
を
は
ば
か
っ
て
三
重
と
し
て
描

か
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

{
元
禄
五
年
(
一
六
九
二
)
大
洲
城

絵
図
}
(
大
洲
市
立
博
物
館
蔵
)

大
洲
城
の
三
の
丸
ま
で
の
範
囲
を

櫓
・
門
・
御
殿
・
蔵
な
ど
を
姿
図
と

し
て
描
い
た
彩
色
の
絵
図
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
大
洲
城
の
基
本
図
と
も
い

う
べ
き
精
度
と
重
要
性
を
も
っ
と
い

え
る
も
の
で
あ
る
。

企元禄五年大洲城絵図

こ
の
他
に
も
、
江
戸
時
代
に
大
洲

城
を
描
い
た
絵
図
は
、
数
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。
特
に
加
藤
家
に
伝
わ
る

も
の
は
、
市
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
、

天
守
の
復
元
の
た
め
の
貴
重
な
資
料

と
な
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
大
洲
城
天
守
の
外
観
を

伝
え
る
も
の
と
し
て
、
明
治
時
代
に

な
っ
て
撮
影
さ
れ
た
写
真
三
点
が
あ

り
ま
す
。
(
か
わ
ら
版
復
元
大
洲
城

第
一
号
で
紹
介
)
こ
れ
ら
の
史
料
に

よ
り
、
大
洲
城
天
守
閣
は
、
往
時
の

姿
を
正
確
に
復
元
で
き
る
日
本
で
も

数
少
な
い
城
な
の
で
す
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

明
和
整
問
弁
一

X
権霊同

さ
い
き
ん

Z

最
近
、
「
同
和
教
育
」
と
い
う
言

葉
の
か
げ
が
、
♂
げ
れ
、

「人
権
教
育
」

と
い
う
言
葉
が
表
に
で
て
き
た
よ
う

お

も

じ

じ

つ

に
思
い
ま
す
。
事
実
、
人
権
教
育
牝

つ
い
て
話
を
し
て
く
れ
と
い
う
要
望

も
で
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

同
和
教
育
と
人
権
教
育
と
ど
こ
が

ち
が
う
の
で
し
ょ
う
か
。

さ
ベ
つ

へ
ん
け
ん

差
別

・
偏
現
代マ
え
な
ノ
V

な
れ
ば
、

同
和
問
題
は
解
決
し
た
も
同
じ
花
い

わ
れ
ま
す
。
こ
の
差
別
こ
そ
最
大
の

人
権
問
題
と
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
同

ね

和
教
育
も
人
権
教
育
も
根
は

一
つ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
洞
湘
教
育
は
、
い
ろ

い
ろ
な
人
権
に
関
係
の
あ
る
教
育
の

と

く

こ

ゅ

、

つ

う
ち
、
特
に
、
わ
が
国
固
有
の
人
権

問
題
で
崎
訪
問
湘
開
題
に
つ
い
て
、

正
し
い
週
一
解
之
認
識
を
深
め
一
広
く

Z
A
b
モ
J

う

ゼ

LVLλ

キ
〈ゐ
わ
り

以
権
尊
重
の
精
神
を
高
め
る
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。こ

、
つ
ひ
ょ
、
つ

平
成
九
年
七
月
に
公
法
んさ
れ
た

「
「
人
権
教
育
の
た
め
め
団
連
十
年
」

こ
く

auこ
‘
っ
と
三
つ
吋
iv
カ
く

に
関
す
る
国
内
行
動
計

E
h
Hら

同
和
問
題
を
人
権
制
曜
の
温
要
な
地

と
と
ら
え
、
差
別
意
識
の
解
消
に
努

め
る
と
立
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
同
和

セ
lv

カ

教
育
の
成
果
を
確
か
め
な
が
ら
、
そ

き
日

ん

て
き

れ
を
す
べ
て
の
国
民
の
基
本
的
人
権

の
尊
重
に
り
な
が
る
教
育
に
高
め
て

い
こ
う
と
述
べ
て
い
ま
す
。
つ
ま
hw

一

人
権
教
育
と
し
て
の
同
和
教
育
の
積
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人
権
と
同
和
教
育

き
ょ
〈
て
き
す
い
し
ん

極
的
な
躍
漣
江
戸
と
唱
し
て
、
よ
り
広

く
国
民
の
共
感
を
得
る
も
の
に
し
て

い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
同
和

し

ん

カ

い

た

い

教
育
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
対

七
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
、
あ
ら
ゆ
る

ば
し
ょ

場
所
付
、
あ
ら
ゆ
る
時
に
、
あ
ら
ゆ

る
方
法
で
こ
れ
の
解
消
に
取
り
組
ん

で
い
け
る
力
を
つ
け
る
こ
と
に
尽
き

る
と
思
い
ま
す
。

ち

か

み

ち

か

:
こ
れ
の
い
ち
ば
ん
の
近
道
は
、
家

守

、

し

て

て

て

lv

庭
に
お
け
る
同
和
教
育
の
徹
底
で
あ

初
せ
す
。

家
庭
で
の
明
別
教
育
は
、

自
ら
を
大
切
に
し
-
他
人
も
大
切
に

4
f
 

で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
大
人
は
、
そ
の
こ
と
を
自
ら
の

た

し

と

ま

な

生
活
態
度
で
子
ど
も
に
学
ば
せ
る
こ

と
が
た
い
せ
つ
に
な
っ
て
き
ま
す
。

お

や

せ

つ
ま
り
、
「
子
は
親
の
背
を
見
て
育

つ
」
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
親
自
身
が
、
子

ま

し

ょ

く

ば

ど
も
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
職
場
で

ち

し

き

が

く

し

ゅ

う

つ

i

i

地
時
品
作
、
積
極
的
に
学
習
を
積
む
こ
と

が
大
事
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
わ
た
し
た
ち
に
と
っ

ひ

つ

よ

う

色

し

き

て
必
要
な
こ
と
は
、
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
る
こ
と
に
加
え
て
、
あ
ら

ゆ
る
人
権
に
か
か
わ
る
い
ろ
い
ろ
な

問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
力
や

態
度
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
毎
日
の
く
ら

し
の
な
か
に
い
か
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
に
な
り
ま
す
。
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5月18日(月)砂

水害12対す3地域の先

人の知恵き学ぼうと大洲

北中学校の2年3組丹野

外調査を行いまじだ。生

徒だちld、若宮地区の民

家ちどを見学。講師の香

川大学篠原教授のiS\~ さ

との歴史や水害!こ備え，だ

民家の工夫の話l之、熱心

l己耳き傾けていまじだ。

.....5月31日(日)

若宮の五郎橋上流河川敷を会場l之、平成10年度肱川水

防演習ff行われまレた。肱川流域12市町村の消防団員や

職員、地元自主防災組織芯ど約1.600人ff参加。台風によ

り肱川12洪水ff発生、堤防ff危険!こ怠つだとの想定で、

さ~<:!ぎ怠水防工法 h'<:実施された15介、県警本部や県消

防防災航空隊Lう!こCJ:::~人命救助訓練ちどが行われ歩レだ。

富士山でつつじまつりモデル 叫

爆影会ff行われまじだ。今年ld

つつじの開花fj'I早h'ったので、

花ld終わりttけでレだが、熱心

1d1lメラマシたちが大勢参加じ

でいまレ定。

‘5月8日(金)
保健センヲーのリハビリ教室

の皆さんff、臥龍美術館!こ招待

され、国内外の著名ち作家の作

品き鑑賞じまじた。

5月26日伏)砂

文化研修セシヲーのパVコン

教室ff開講レまレだ。この日ld
初日ということで、パ、/コンの

使い方ff中心。初心者ち多〈慣

れ怠いマウス操作lこ悪戦苦闘す

3姿ff見受けられましだ。

‘6月1日(月)
水郷大洲のうh'いff始まりま

レだ。介fj'Il./火ff赤々と燃えI~

1ð介、?ユき捕らえI~ウの水中
うヨ-12450人の観光客Lうff酔
いじれましだ。

‘5月9日(土)
温泉で大洲の観光12弾

みをつけようと、市内の / 

会社社長や商庖主Lうでつ 、
<~大洲温泉掘削実行委

員会fj'I、柚木め肱川河原

近<で、温泉井掘削の起

工式き行いまじだ。
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愛
媛
県
身
体
障
害
者
体
育

大
会
ガ
開
催
さ
れ
ま
し
た

五
月
十
七
日
側
、
松
山
市
の
愛
媛
県

総
合
運
動
公
園
に
お
い
て
、
第
三
十
七

回
愛
媛
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
洲
市
か
ら
も
選
手

十
四
人
、
応
援
二
十
四
人
が
参
加
し
、

各
競
技
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

参
加
選
手
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。

選
手
名

競

技

種

目

順

位

上

甲

武

一

砲

丸

投

げ

1
位

向
井
八
重
子
砲
丸
投
げ

1
位

河

内

義

春

砲

丸

投

げ

2
位

西

国

徳

男

砲

丸

投

げ

2
位

後

藤

照

子

砲

丸

投

げ

2
位

大

石

晴

直

砲

丸

投

げ

3
位

松

中

良

砲

丸

投

げ

山

岡

頼

夫

l
o
o
m走

水

元

芳

夫

走

り

幅

跳

び

水

谷

武

義

走

り

幅

跳

び

佐
相
和
希
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

束
通
弘
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

五
月
+
九
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一
封

別

府

市

山
本

雅

之

金

一
封

柚

木

石

丸

尚

幸

金
一
封
(
寄
付
金
)

大

阪

府

信

尾

金

一
封
(
寄
付
金
)

柚

木

高

橋

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

金
一
封
(
寄
付
金
)

大

洲

堀

(
指
定
配
分
金
)

金
一
封
(
平
地
区
社
協
へ
)

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の -

位
2
位

2
位

1
位

2
位

敏
晃

益
衛

正
光

キ
ミ
コ

村

田

昭

雄

ソ

フ

ト

ボ
ー
ル
投
げ

(
順
位
に
つ
い
て
は
障
害
区
分
別
)

検
察
審
査
会
五
十
年

検
察
審
査
会
法
が
施
行
さ
れ
て
本
年

七
月
十
二
日
で
五
十
周
年
に
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
、
犯
罪
の
被
害

に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
け

れ
ど
も
、
検
察
官
が
加
害
者
を
訴
訟
し

て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、

そ
の
不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ
し
を
審
査

す
る
の
が
検
察
審
査
会
で
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
検
察
審
査
会
事
務

局
含

@
2
0
3
8
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

第
八
回
ア
マ
チ
ュ
ア
・

ハ
ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
家
の
親
睦
と
、
技

術
・
運
用
マ
ナ
l
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
今
年
も
、
大
洲
ア
マ
チ
ュ
ア

・
ハ

ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
年
、
市
内
の
ア
マ

徳

森

森

岡

也

寸

志

金
一
封
(
平
地
区
社
協

・
市
社
協
へ
)

徳

森

田

上

隼

蔵

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
市
社
協

へ

)

平

野

町

中

野

純

一

金

一
封
(
菅
田
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

宮

本

賢

一

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平
野
町

岡

田

富

次

金

一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅
田
町

宮
崎
ア
サ
子

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅
田
町

滝

野

治

孝

金

一
封

(
上
須
戒
地
区
社
協

・
同
老

人
ク
ラ
ブ
へ
)
上
須
戒
富
田
伊
勢
子

金

一
封
(
ロ
ビ

1
展
収
益
金
の

一
部

チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
会
員
ら
で
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
当
日
、
公
開
運
用
さ
れ

る
同
ク
ラ
ブ
局
と
の
交
信
が
成
立
す
る

と
、
記
念
の

Q
S
L
カ
i
ド
を
お
送
り

し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
交
信
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
興
味
の
あ
る

人
は
、
ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
七
月
十
八
日
出
十
時
か
ら

十
九
日
間
十
七
時
ま
で

【
場
所
】
富
士
山
第
二
展
望
所

【
運
用
周
波
数
】

3
・
5
1
2
4
0
0
M
肱

(
C
W
、
S
S
B
、
F
M
)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
ハ
ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
事
務
局

J
R
5
R
N
S

新

幸

則

包

@
3
0
8
6

G
1
1
d
k
 

を
肱
北
公

民

館

へ

)

肱

北
料
理
教
室

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
平
地
下

鶴
寿
会
へ

)

平
野
町

田
岡
満
毒
重

金
一
封
(
メ
ル
シ

1
基
金
を
ふ
れ
あ

い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
へ
)

松
山
市
三
井
生
命
労
働
組
合
松
山
支
部

「
平
成
十
年
四
月

一
日
か
ら

五
月
十
九
日
分
ま
で
」

一
、
七
六
四
二

三
二
円

一
二
七
四
、

O
六
七
円

累

計

額

内
指
定
配
分

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

醐
七
月
の
新
刊
案
内

学

問

の

す

す

め

小

林

康

夫

編

性
格
心
理
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

青
木
孝
悦

・
他
編

花

か

ら

の

訓

え

瀧

井

康

勝

著

歴
史
家
か
ら
の

一
冊

山
内
昌
之
著

ニ
ュ

1
メ

キ

シ

コ

加

藤

業

著

変
わ
っ
た
人
た
ち
の
気
に
な
る
日
常

D
-
ウ
ィ
ー
ク
ス
・

他
著

黙

阿

弥

の

明

治

維

新

渡

辺

保

著

南

洲

残

影

江

藤

淳

著

自
治
六
法
平
成
叩
年
版
ぎ
ょ
う
せ
い

加
世
紀
は
人
間
を
幸
福
に
し
た
か

柳
田
邦
男
著

2
0
2
0
年
か
ら
の
警
鐘

3

日
本
経
済
新
聞
社
編

こ
れ
が
介
護
保
険
だ
!
五
十
嵐
芳
樹
著

段
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
見
る
夢中

村
智
志
著

エ
ル
ニ

l
ニ
ョ

M
・
グ
ラ
ン
ツ
著

現
代
病
心
と
か
ら
だ
粟
原
雅
直
著

エ
イ
ズ
っ
て
痛
い
の
?

M
-
ク
ワ
ツ
ケ
ン
ブ
ッ
シ
ュ
・
他
著

豆

腐

百

珍

福

田

浩

・

他

著

ネ
コ
の
行
動
学

p
・
ラ
イ
ハ
ウ
ゼ
ン
著

探

偵

は

語

る

東

郷

克

利

著

庭
づ
く
り
と
庭
木
の
手
入
れ
永
岡
書
庖

日
本

・
現
代
・

美
術

植

木

野

衣

著

音
楽
療
法
士
の
し
ご
と
生
野
里
花
著

セ
ル
ジ
オ
越
後
の
宣
戦
布
告

後
藤
新
弥
共
著

「
こ
と
ば
」
に
見
る
女
性
井
手
祥
子
著

藤
村
の
パ

リ

河
盛
好
蔵
著

近
世
四
季
の
秀
句
井
本
農
一

・
他
編

真

砂

女

歳

時

記

鈴

木

真

砂

女

著

渡

世

荒

川
洋
治
著

歌

集

青

童

子

前

登

志

夫

著

迷

界

流

転

深

谷

忠

記

著

12 

月
光
の
さ
ざ
波

立
松
和
平
著

お

上

に

た

て

っ

き

候

丹

波

元

著

甘
辛
し
ゃ
ん

3
葉
月
陽
子
ノ
ベ
ラ
イ
ズ

密
告

真
保
裕

一
著

黄

金

郷

伝

説

半

村

良

著

ゲ
ノ
ム
・
ハ
ザ
ー
ド

司

城

志

朗

著

心

室

細

動

結

城

五

郎

著

イ
ン
ザ
・
ミ
ソ
ス

1
プ

村

上

龍

著

森

に

通

う

高

田

宏

著

熱

帝

感

傷

紀

行

中

山
可
穂
著

ユ
ー
ラ

シ

ア

の

秋

佐

々

木

良

江

著

氷

の

城

大

泉

康

雄

著

(平
成
叩
年
度
課
題
図
書
)

か
ら
だ
っ
て
い
い
な

山
本
直
英
・
他
作

な
ぞ
な
ぞ
ラ
イ
オ
ン
佐
々
木
マ
キ
作

ミ
ナ
ク
ロ

l
と
公
平
じ
い
さ
ん

最
上
二
郎
作

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
尾
は
ど
こ
へ
き
え

た

山

本

か

ず

と

し

文

ぼ
く
の

一
輪
車
は
雲
の
上

山
口
理
作

シ
ン
タ
の
あ
め
り
か
物
語
八
束
澄
子
作

し
ら
ん
ぷ
り
梅
田
俊
作
・
佳
子
作
絵

車
い
す
か
ら
こ
ん
に
ち
は
嶋
田
泰
子
著

ハ
ッ
ピ
ー
パ
1
ス
デ

1

青
木
和
雄
作

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
魔
法
ゴ
ツ
デ
ン
作

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
と
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
た
ち

黒
柳
徹
子
著

夢

を

つ

な

ぐ

淳

井

希

代

治

著

小
川
は
川
へ、
川
は
海
へ
オ
デ

l
ル
作

う

わ

の

空

で

タ

マ

l
ロ
著

七
月
生
運
学
習
講
座
ご
案
内

郷
土
の
偉
人
講
座

「
吟
聖
山
田
積
善
」

講

師

村

上

恒

夫

先

生

日
時

7
月
辺
日
同

(9
:
叩

j
u
--却
)

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
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本
市
の
火
葬
業
務
は
、
大
洲
火
葬
場

(
昭
和
十
六
年
建
築
)
及
び
八
多
喜
火

葬
場
(
昭
和
十
二
年
建
築
)
で
運
営
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
老
朽
化
が

進
み
、
作
業
効
率
も
悪
い
こ
と
か
ら
、

早
急
な
建
て
替
え
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
火
葬
場
を
稼

働
さ
せ
な
が
ら
、
環
境
条
件
、
交
通
条

件
な
ど
を
考
慮
し
た
場
所
へ
新
し
い
火

葬
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。な

お
、
火
葬
場
な
ど
の
施
設
を
建
設

す
る
際
に
は
、
都
市
計
画
に
お
い
て
、

そ
の
敷
地
の
位
置
を
決
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
都
市
計
画
決
定
に
か

か
る
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
日
時
】
七
月
九
日
同

午

後

七
時
i

【場
所
】
大
洲
市
役
所
5
階
会
議
室

【問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
整
備
課
包
@
2
1
1
1

(
内
線
2
4
7
)

(有)内田電気水道設備

含 25-2858

岡福 水道工事庖

ft24-3656 

設備ダクオ(有)

7月4日出

7月5日(日)

( 

水
産
試
験
場
一
日
相
談
室

水
産
試
験
場
及
び
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

を
一
般
の
方
々
に
開
放
し
、

一
日
相
談

や
試
験
研
究
成
果
の
展
示
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
七
月
二
十
六
日
側

午
前
十
時
j
午
後
三
時

{
場
所
】
水
産
試
験
場
/
宇
和
島
市
下

波
五
五
二
ハ
番
地

【内
容
】

-
水
産
分
野
に
関
す
る
相
談
室

魚
介
類
養
殖
、
漁
業
資
源
、
漁

場
環
境
、
そ
の
他
水
産
技
術
に
関

す
る
こ
と
。

-
水
産
技
術
及
び
試
験
研
究
成
果
の

紹
介種

苗
生
産
魚
、
試
験
魚
、
採
集

標
本
、
ビ
デ
オ
な
ど
。

-
学
童
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

パ
ソ
コ
ン
お
魚
ク
イ
ズ
、
給
餌

体
験
、
真
珠
挿
核
体
験
な
ど
。

※
ま
た
、
水
産
試
験
場
で
は
八
月
一
日

出
に
予
定
し
て
い
る
体
験
学
習
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一

般
の
人
が
一
日
だ
け
水
産
試
験
場
職
員

と
な
っ
て
、
試
験
船
よ
し
ゅ
う
(
印
ト

ン
)
に
乗
船
し
、
海
洋
調
査
を
体
験
す

所

所

南設備

ft25-4684 

社

ft24-3674 

塚

ft25-0300 

傭)神

ft24-4122 

戸電業

ft25-2944 

保

工

工

鉄

鉄田

大

城

神

7月11日出

7月12日(日)

る
航
海
を
行
う
も
の
で
す
。
詳
し
く
は
、

水
産
試
験
場

8
0
8
9
5
・
2
9
・
0

2
3
6
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

罵ふ
市
長
の
資
産
を
公
開

大
洲
市
で
は
、
条
例
を
制
定
し
て
市

長
の
資
産
等
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
新
た
に
作
成
さ
れ
た
各
報
告
書
は
、

左
記
の
と
お
り
公
開
開
始
と
な
り
ま
す

の
で
、
閲
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
詳
細

お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
公
開
開
始
日

以
降
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
公
開
す
る
報
告
書
と
公
開
開
始
日
]

一
資
産
等
補
充
報
告
書

}

二

所
得
等
報
告
書

γ
6
月
初
日

三
関
連
会
社
等
報
告
書
」

【公
開
時
間
】

平
日
の
9
時
j

U
時
、
日
時
j

m
時

却
分

※
閲
覧
希
望
の
人
は
申
請
書
に
よ
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
長

公
室
秘
書
係
宮

@
2
1
1
1
〈内
線
3

0
3
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所

ft26-0537 

所

ft24-0783 

設備

7月19日(日)備)南予水道住設

ft25-1350 

藤水道庖

ft24-4410 

7月20日(月)惰)星 加水道設備

ft26-0020 

(欄土居鉄

ft24-4519 

工

工

ノ

鉄

サア(有)

久

佐

7月18日出

図書館

利

用

案

内

図
書
館
は
大
洲
小
学
校
の
前
で
す

図
書
館
は
土
・
日
も
聞
い
て
い
ま
す

〔
開
館
時
間
〕
九
時
j
十
七
時

〔
休
館
日
〕
月
曜
・
祝
日
・
毎
月
末

図
書
館
の
利
用
は
無
料
で
す

〔
閲
覧
〕
一
般
閲
覧
室
、
児
童
閲
覧
室

と
も
に
三
階
で
す
。

ど
な
た
で
も
'
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

新
聞
は
二
階
で
す
。
(
愛
媛
・
朝
日
・

読
売

・
産
経

・
日
経
・
デ
イ
リ
ー
)

〔
貸
出
〕
市
内
居
住
者
、
市
内
へ
の
通

学

・
通
勤
者
は
ど
な
た
で
も
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
人
三
冊
ま
で

十
五
日
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

借
出
券
は
「
受
付
」
で
い
つ
で
も
作

れ
ま
す
。
(
「受
付
」
は
三
階
)

〔
レ
フ
ア

レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ

ス
〕
読
書

相
談
、
資
料
の
利
用
相
談
等
に
は
、

い
つ
で
も
職
員
が
対
応
し
ま
す
。

〔
駐
車
場
〕
図
書
館
に
は
四
j
五
台
駐

車
で
き
ま
す
。
満
車
の
時
は
、
市
の

有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図
書
館
に
は
特
設
文
庫
が
あ
り
ま
す

〔
矢
野
玄
道
文
庫
〕
近
世
国
学
の
史
料

と
し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

(鮒

備

商庖

ft25-0901 

丸電工業

ft24-5351 

淳山水道工事庖

ft24-2583 

甲建

ft24-5914 

森設

会 25-4023

設

田

(有)

上

徳

滝

7月25日出

7月26日(日)

市立図書館

〔
近
回
文
庫
〕
近
世
和
歌
詠
草
史
料
と

し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

〔三
瀬
文
庫
〕
蘭
学

・
西
洋
医
学
の
史

料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

〔
萎
涜
記
念
文
庫
〕
韓
国
関
係
資
料

〔
桝
山
文
庫
〕
図
鑑
・
辞
典
・
豪
華
本

〔
そ
の
他
〕
大
月
・
横
田
・
下
井

・
官同

月
・
喜
多
・
七
五
三

・
桜
井
文
庫
な

ど
の
郷
土
資
料
が
あ
り
ま
す
。

蔵
書
数
は
約
七
万
三
千
冊
で
す

閲
覧
室
が
狭
い
た
め
、
古
い
本
は
書

庫
に
あ
り
ま
す
。
カ
ー
ド
で
調
べ
て

「
受
付
」
に
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

読
書
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

図
書
館
で
は
毎
月
読
書
会
が
聞
か
れ

て
い
ま
す
。

〔
ひ
ま
わ
り
会
〕
第

一
水
曜
日
、
古
典

を
読
む
会
、
会
長
後
藤
利
夫
氏

〔
さ
く
ら
読
書
会
〕
第
二
火
曜
日
、
話

題
作
を
読
む
会
、
会
長
稲
積
絢
裏
氏

〔
プ
ラ
タ
ナ
ス
子
ど
も
読
書
会
〕
第
三

水
曜
日
、
紙
芝
居
や
絵
本
、
指
導
者

影
浦
み
ど
り
さ
ん
上
回
久
仁
子
さ
ん

月末までの

大洲市内の交通事故

死

昨年同期

120 

163 

2 

5月末現在

164 

129 

5 

数

者

負傷者

件

T，
S
1
a
 

13 



二

一

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日
時

7
月
8
日

岡

山

時
j
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

日
時

7
月
幻
日

ω
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

【人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

7
月
日
日
附
叩
時
j

日
時

場
所
菅
回
公
民
館

日
時

7
月
口
日
幽
叩
時
j
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

O
法
律
相
談
毎
週
火
曜
日

。
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

宮
@
5
6
2
9
(直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

四

時
j

U
時
、
日
時
l
m
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【家
庭
児
童
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【
行
政
相
談
】

(
総
務
庁
)

'98 

合 24-3775 相
談
ご
と
案
内

|広報おおず

日
時

7
月
お
日
目

9
時
j

M
時

場
所
市
民
会
館
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は
包
@
5
6
6
0
(
政

所
)
ま
た
は

8
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

7
月
6
日
間
、

n日
同

日
時
i
M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【同
和
問
題
に
関
す
る
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館
g
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
@
0
9
4
7

【不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

7
月
日
日
同

9
時
j

m
時

場
所

宅
建
協
会
大
洲
支
部

陶
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O

九
包
@
4
4
5
2

【青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

8
@
h
b
h
M
Vロ

【ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日
8
時
叩
分
i
u
時

8
@

九

yt
心
町
心

担
当
国
立
大
洲
青
年
の
家

【
定
期
税
務
相
談
】

|休|日|急|患|診療|
7月5日(日) 田渡クリニック(新谷)

ft25-3217 

大洲中央病院(東対月1)

ft24-4551 

7月12日(日) 末光眼科(若宮)

ft24-1500 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

7月19日(日)平田医院(若宮)

ft24-1200 

大洲中央病院(東対州)

ft24-4551 

いんなみ眼科(田口)

ft24-0700 

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

7月26日(日) 菊原外医院(若宮)

ft24-4646 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

7
月
刊
日
同
四
日
時
i
日
時

大
洲
商
工
会
議
所

税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

高
松
国
税
局
税
務
相
談
室
松
山

分
室

【市
民
法
律
相
談
】

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日
時

7
月
白
日
出

叩

時

j

m
時

場
所
市
民
会
館
会
議
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係

8
@
2
1
1
1
(内
線
3
2
8
)

日
時

担内
当容保

健

所

歯

科

相

談

V
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談

日
時

7
月
日
日
同

日
時
1
日
時

7月20日(月)

就
学
前
の
幼
児

(
4
1
6
歳
)

歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
、
栄

養
相
談

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所
合
@
3
1
6
5

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

内対
容象

※...  ... ... ... 
展 7上 7玄 7竹 6--， 

示月岡月々月工月利
時 28美 22舎 14芸 30尻
間 日 平 日ガ日展日

(:k)展休jラ例 りく)礼
10 I Iス I I文
時 8 7工 7 7花
i月 月 房月 月の
17 9 26展 20 12旅
時日日日日 」

(日) (日) (月) (日)写
真
展

保健センターだより

.乳幼児健康診断.

7月 7日ω 平成10年2月生※

7月21日ω 平成 8年12月生

7月28日ω 平成 7年6月生

受付時間 1 3 ・ 00~ 13 : 30 

実施場所大洲市保健センタ ー

持参品母子手帳・アンケー ト

パスタオル(※のみ)

・乳幼児育児相談・育児サークル・

7月14日ω 平成 9年9月生

受付時間 9: 30 ~ 10 ・ 00

実施場所大洲市保健センタ ー

持参品母子手帳 ・パスタオル

.健康相談 ・栄養相談・

7月27日(月)

10 : 00 ~ 1 2: 00 、 13: 00~ 1 5: 00

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

.成人病検診・がん検診のお知5せ.
日時 7月 8日(ポ

五郎多目 的研修センター

受付時間

成人病検診 )
1 9: 00~ 1l : 00 

結核検診 }
日 113:OO~ 14:00 

肺がん検診 !

胃がん・大腸がん検診 8:00~ 10:00 

子宮がん ・乳がん検診 13 ・ OO ~13 :30 

検診料成人病検診・結核検診は

無料です。肺がん検診の略

疾検査のみ400円です。

胃 が ん 900円

大腸がん 400円

乳がん 200円

子宮がん 700円

70才以上の人は無料です0

.婦人がん検診.

7月 9日(ポ・ 10日幽

実施場所菅団連絡所

受付時間 13:00~ 13:30 

検診料

乳がん 200円

子宮がん 700円

70才以上の人は無料です。

[平日夜間の急患]

月 ・火曜日 市立大洲病院(西対別)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東対月1)

ft24-4551 

14 

日

木~日曜日

曜水

最
終
日
は
同
時
ま
で
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

包
@
1
2
8
1

献
血

の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

7
月
2
日
同

市
立
大
洲
病
院

叩
時
j

u
時

大
洲
中
央
病
院日

時
加
分
j

M
時
加
分

7月は「愛の血液助け合い運動」 月間

近くの、遠くの、

すべての人のために

あなたのやさしい気持ちを

待っています。
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